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主　催：東京大学大学院理学系研究科・理学部
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水

2
0
世
紀
後
半
、
太
陽
と
は
別
の
恒
星
の
ま
わ
り
に
惑
星
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
現
在
確
認
で
き
る
太
陽
系
外
惑
星
は
4
0
0
0
を
超
え
ま
し
た
。

し
か
し
ま
だ
ま
だ
解
け
な
い
謎
に
満
ち
た
宇
宙
を
解
明
す
る
た
め
、
科
学
者
た
ち
は
挑
戦
し
続
け

惑
星
系
の
普
遍
性
と
多
様
性
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
昼
夜
を
問
わ
ず
研
究
を
重
ね
て
い
ま
す
。

今
回
は
3
名
の
最
先
端
を
行
く
科
学
者
た
ち
と
安
田
講
堂
か
ら
系
外
惑
星
へ
出
発
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

宇
宙
の
遙
か
彼
方
に
あ
る
「
な
ぜ
」
の
扉
を
開
く
た
め
に
。

■ 挨拶：大学院理学系研究科長・理学部長　星野 真弘 教授

Online
今回の公開講演会はオンラインでライブ配信となります。理学部ホームページよりどなたでも視聴が可能です。
当日は下記のURLから、ご視聴をお願いいたします。

ライブ配信終了後は、同じURLから講演録画の配信を終日行います。
ライブ配信を見逃したかたは是非ご覧ください。



隕
石
に
含
ま
れ
る
ナ
ノ
粒
子
か
ら

宇
宙
誕
生
の
謎
に
迫
る

ナ
ノ
粒
子
と
は
1
ミ
ク
ロ
ン（
千
分
の
1
ミ
リ
）

に
も
満
た
な
い
超
微
細
粒
子
で
あ
り
、
食
品

や
薬
、
電
子
部
品
、
先
端
材
料
に
用
い
ら
れ

て
お
り
、
私
た
ち
の
生
活
に
な
く
て
は
な
ら
な

い
物
質
で
す
。
こ
の
ナ
ノ
粒
子
は
隕
石
の
中
に

も
含
ま
れ
て
お
り
、
太
陽
系
や
銀
河
の
誕
生

と
進
化
を
記
憶
す
る
大
切
な
物
質
で
す
。
私

た
ち
の
研
究
グ
ル
ー
プ
で
は
、
独
自
に
開
発
し

た
最
先
端
ナ
ノ
粒
子
分
析
装
置
を
用
い
て
隕

石
中
の
ナ
ノ
粒
子
を
調
べ
、
宇
宙
・
生
命
の
誕

生
と
進
化
の
歴
史
や
、
生
命
居
住
可
能
（
ハ

ビ
タ
ブ
ル
）
な
惑
星
世
界
が
ど
の
よ
う
に
実
現

さ
れ
た
か
を
解
明
し
て
い
ま
す
。
ナ
ノ
と
い
う

微
小
な
粒
子
か
ら
、
広
大
な
宇
宙
物
語
を
紐

解
く
こ
と
で
、
宇
宙
が
投
げ
か
け
る
最
も
挑

戦
的
な
問
い
で
あ
る
「
な
ぜ
宇
宙
に
私
た
ち

が
存
在
す
る
の
か
」
に
答
え
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。附

属
地
殻
化
学
実
験
施
設

　教
授

　平
田 

岳
史

T
akafum

i H
irata

東京大学大学院理学系研究科化学専攻博
士課程修了、通商産業技官、東京工業大学
助手、同大学准教授、京都大学教授を経て
2016年より現職。博士（理学）。

太
陽
系
外
惑
星
の
観
測
に
よ
る

ア
ス
ト
ロ
バ
イ
オ
ロ
ジ
ー
の
展
開

1
9
8
5
年
に
ス
イ
ス
の
マ
イ
ヨ
ー
ル
と
ケ
ロ
ー

は
太
陽
に
似
た
恒
星
の
ま
わ
り
に
惑
星
を
発

見
し
ま
し
た
（
2
0
1
9
年
ノ
ー
ベ
ル
物
理

学
賞
）。
こ
の
発
見
を
契
機
と
し
て
、
様
々
な

観
測
方
法
が
花
開
き
、
今
で
は
4
0
0
0
個

を
超
え
る
多
種
多
様
な
系
外
惑
星
が
発
見
さ

れ
て
い
ま
す
。
最
初
は
木
星
の
よ
う
な
巨
大

惑
星
で
し
た
が
、
現
在
で
は
地
球
の
よ
う
な

小
型
惑
星
の
検
出
も
可
能
で
す
。
生
命
を
宿

せ
る
地
球
型
惑
星
は
銀
河
系
に
1
0
0
億
個

以
上
も
存
在
す
る
と
期
待
さ
れ
、
次
世
代
望

遠
鏡
に
よ
り
宇
宙
に
生
命
を
探
す
場
所
と
し

て
現
実
味
を
帯
び
て
き
ま
し
た
。
系
外
惑
星

は
、
今
や
宇
宙
に
生
命
を
探
す
ア
ス
ト
ロ
バ
イ

オ
ロ
ジ
ー
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
テ
ー
マ
の
一つ

と
言
え
ま
す
。
本
講
演
で
は
、
系
外
惑
星
発

見
に
至
る
当
時
の
ド
ラ
マ
も
含
め
、
そ
の
後
の

著
し
い
進
展
と
将
来
計
画
を
紹
介
し
ま
す
。

天
文
学
専
攻

　教
授

　田
村 
元
秀

M
otohide T

am
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京都大学大学院理学研究科物理学専攻修
了。NOAO/JPL研究員、国立天文台准教授
等を経て、2013年より現職。博士（理学）。
自然科学研究機構国立天文台太陽系外惑星
探査プロジェクト室長。

プ
ラ
ズ
マ
と

電
磁
場
で
観
る
太
陽
系

太
陽
か
ら
は
光
（
電
磁
波
）
だ
け
で
な
く
、
超

音
速
の
プ
ラ
ズ
マ
の
風
が
放
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

太
陽
風
と
呼
ば
れ
る
そ
の
強
風
は
太
陽
系
内
を

吹
き
荒
れ
、
惑
星
・
衛
星
に
も
吹
き
付
け
、
太

陽
系
の
外
縁
で
は
星
間
風
と
衝
突
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
発
生
す
る
プ
ラ
ズ
マ
と
電
磁
場
の
相
互
作

用
は
、
惑
星
・
衛
星
周
辺
や
太
陽
系
全
体
の
放

射
線
環
境
に
大
き
く
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

電
波
に
よ
る
遠
隔
観
測
、
そ
し
て
プ
ラ
ズ
マ
と
電

磁
場
の
直
接
観
測
に
よ
り
、
太
陽
系
の
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
な
姿
と
過
酷
な
放
射
線
環
境
が
明
ら
か
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
太
陽
系
は
、
他
の
恒
星

系
の
惑
星
・
衛
星
で
起
こ
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
プ
ラ
ズ
マ
現
象
を
、
人
類
が
直
接
観
測
で
き
る

唯
一の
場
所
で
も
あ
り
ま
す
。
本
講
演
で
は
、
惑

星
・
衛
星
周
辺
の
プ
ラ
ズ
マ
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
や
放

射
線
環
境
の
理
解
を
目
指
す
、
最
新
の
研
究
や

人
工
衛
星
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
紹
介
し
ま
す
。
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京都大学大学院理学研究科地球惑星科学専
攻博士課程修了、オーストリア科学アカデミー
宇宙科学研究所研究員、ニュージャージー工
科大学特任助教、名古屋大学宇宙地球環境
研究所特任助教を経て2016年より現職。
博士（理学）。


